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　労働者の持つ技能を検定し公証する技能検定制
度では、国家資格である126職種の技能士が全国
で延べ632万人、山梨県で28,000人がおり、うち型
枠施工技能士は県内に108人いる。
　山梨県型枠工事協同組合（中込明彦理事長）
は、11月11～12日の2日間、中小企業人材開発セ
ンターで技能検定試験に向けた事前講習会を開

催、組合員企業5社から1級及び2級の受験予定者
15名が参加した。
　講習会では、組合員企業の1級型枠施工技能士
が講師となり、技能検定試験の概要説明を行った
上で、組合員企業の技能士2名がサポートに加わ
り、原寸図の作成や材料の加工、型枠の組立作業、
完成品の検査などの実技試験のための実習を行
い、ペーパーテスト対策も行った。参加者全員が初
めての試験に臨むことから、試験のポイントや留意
点についての説明とアドバイスをもとに熱心に取り
組んだ。
　建設業界は技能者の人材不足が特に顕著な業
界で、専門技能の事業所内での伝承が課題となっ
ている。中込理事長は、「型枠工事は、コンクリート
構造物の工事になくてはならない業種であり、1現
場に1人の1級技能士を配置しなければならない時

代がすぐそこまで来ている。技能士及び若手人材の
育成は各企業だけでなく業界にとって喫緊の課題と
なっている。高い技術や知識を持って責任ある仕事
に取り組む人材が増えることで、業界の労働環境の
向上や新規入職者の増加につなげていきたい。」と
語った。3年前にも実施し、受講者から高評を得た組
合主催の講習会が型枠業界の人材育成の一助と
なることを期待している。
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●甲府市管工事協同組合

　本年8月に設立55周年を迎えた甲府市管工事協
同組合（齊藤鉄也理事長　組合員50名）は11月
17日甲府市内で記念講演及び祝賀会を開催した。
　甲府市は大正2（1913）年に上水道の給水を開
始（全国で26番目）、1日の最大給水量を3倍に拡大
した昭和29年から上水道工事指定店制度を採用

し、民間業者に給水装
置工事資格が与えら
れ、昭和36年に組合
の母体となる甲府市
上水道工事指定店組
合が創立、翌年8月に
甲府市管工事協同組
合が設立され、現在に
至っている。
　現在の甲府市上水

道は甲府市に加え甲斐市、中央市、昭和町などへの
給水も担い、計画人口は27万人、約170,000㎥の
最大給水量、600ℓ／人日以上の供給能力を備え、
組合は管理面からライフラインを支えている。
　組合は、平成4年に甲府市上下水道局と「災害応
急復旧工事等に関する業務協定書」を締結、阪神
淡路大震災をはじめ全国各地の災害被災地に、水
道設備復旧のための支援隊を派遣してきた。また、
市の総合防災訓練に毎年参加し、防災復旧工事訓
練に積極的に取り組んでいる。昨年からは組合と組
合員が災害時の事業復旧方法をあらかじめ決めて
おく「事業継続計画（BCP）」策定にも取り組み、本
年8月の市の総合防災訓練に併せ組合独自の組合
員への安否確認訓練も実施するなど、BCPの実効
性の検証と組合と組合員間の連携体制構築に努め
ている。

　齊藤理事長は、「設立後55年を経過し、事業者の
役割も上下水道の普及からライフラインの安定的
維持へと変化しており、事業継続計画の策定支援も
重要課題となっている。今後も甲府市の上下水道局
と協力を図り、市民のライフラインを守る責務を果た
すために、個々の組合員が抱える課題解決や経営
基盤の強化に組合として共同の力で取り組んでい
きたい。」と力強く語った。

●一般社団法人山梨県測量設計業協会

　一般社団法人山梨県測量設計業協会（小林日
登士会長　会員43社）は、11月9日に富士吉田市
のホテル鐘山苑で設立40周年記念式典を開催、山
梨県知事をはじめ県選出国会議員ほか多くの来賓

や会員など130
余名が参加し盛
大に行われた。
　本県出身で元
NHKエグゼク
ティブアナウン
サー、現在都留
文科大学特任教
授も努める国井
雅比古氏による
人との出会い、
めぐりあいと発見

をテーマとした記念講演に加え、協会のこれまで
の功績に対し国土交通省土地・建設産業局長、山
梨県知事等からの感謝状の授与、業界の発展に
尽くした方々に対して協会からの感謝状贈呈も行
われた。
　同協会は、昭和49年2月に測量業を営む9社によ
る任意組織として発足、昭和52年に会員22社で社
団法人として認可を受け、以来、測量業界の社会
的・法的責任を果たし地域社会に貢献することを目
標に会員の技術向上に努めてきた。特に、会員企業
の安全対策に積極的に取り組むことで会員数も増
加、平成19年には山梨県との「災害時における調
査・設計等の緊急対策業務に関する協定書」を締
結するなど、本県の社会資本整備の一翼を担う組
織として活動を続けてきた。平成25年4月の一般社
団法人化後は、協会として測量業者登録を行い、

共同受注事業
にも取り組んで
いる。
　小林会長は、
「40年間蓄積
してきた技術と
資本を未来に
投下し、次世代
を担う若手技
術者が誇りを
持ち魅力ある
業界であり続けるよう、会員一丸となって研鑽に努
め、経営の安定のために英知を絞っていく。設立時
の趣旨を忘れず、測量設計技術の向上により社会
資本整備の推進に貢献していきたい。」と将来への
抱負を語っている。
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これまで出会った各業界の
「挑戦者」について語る国井氏

式典においてあいさつをする
小林日登士会長

55周年式典で
あいさつをする齊藤理事長

実技講習では、組み立て作業を行った

組合員企業の一級技能士の講師から
技能検定試験のポイントを学ぶ

組合BCPの検証のための安否確認訓練


